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取引履歴照会 

 

 取引履歴照会  
 

■当日を含めた過去 92 日間の範囲で取引履歴の照会が可能です。 

■一覧で照会できる件数の上限は 2,000 件です。 

■取引履歴照会をおこなうには、取引履歴照会権限と権限のある口座の範囲内で照会可能です。 

 

ログイン後、「管理業務」タブをクリックしてください。 
 

１．管理業務メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

２．取引履歴照会メニュー画面 

 

 
 

「取引履歴一覧」ボタンをクリックし

てください。 

「取引履歴照会」ボタンをクリックし

てください。 
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３．取引履歴一覧画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

検索結果が表示されます。 

 

＊ 「詳細」ボタンをクリックす

ると、対象債権の詳細情報が

別ウィンドウで表示されま

す。 

＊ 並び順を変更することがで

きます。 

＊ 印刷される場合は、「印刷」

ボタンをクリックしてくだ

さい。 

① 

② 

③ 

⑧     

⑨ 

⑩    

⑪ 

⑫ 

⑬ 

取扱日を入力のうえ、「検索」ボタ

ンをクリックします。 

 

＊ 入力項目の詳細は、P139【「取

引履歴一覧」入力項目一覧表】

をご覧ください。 

＊ 「決済口座選択」ボタンをク

リックして決済口座を選択す

ると、⑧～⑪が自動表示され

ます。 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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【「取引履歴一覧」入力項目一覧表】 

No 項目名 属性 桁数 
必須 
任意 

内容・入力例 

① 取扱日 
日付入力 

または選択 
- 必須 

当日を含めた過去92日間の範囲で指定可能です。 

入力例＝2015年4月1日の場合、「20150401」（YYYYMMDD）

と入力してください。（「/」の入力は必要ありません。日

付入力後自動で付与されます。） 

カレンダーで選択することも可能です。 

② 記録番号 半角英数字 20 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能です。 

③ 請求番号 半角英数字 20 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能です。 

④ 
依頼番号 

（一括依頼番号） 
半角数字 22 任意 入力例＝「1234567890123456789012」 

⑤ 請求者Ref.No. 半角英数字 40 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄です。注文書番号や請求書番号の入力が可能です。 

英字については大文字のみ入力可能です。 

記号については「. ( ) -」のみ入力可能です。 

⑥ 業務名 － － 任意 業務名を選択してください。 

⑦ Ｉ/Ｆ種別 － － 任意 取引の種類を選択してください。 

⑧ 支店コード 半角数字 3 任意 入力例＝「910」 

⑨ 支店名 全角文字 100 任意 入力例＝東京支店 

⑩ 口座種別 － － 任意 口座種別を選択してください。 

⑪ 口座番号 半角数字 7 任意 口座番号を入力してください。 

⑫ 担当者名 全半角文字 
全角48 

半角96 
任意 入力例＝「浜銀一郎」 

⑬ 承認者名 全半角文字 
全角48 

半角96 
任意 入力例＝「浜銀太郎」 
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操作履歴照会 

 

 操作履歴照会  
 

■当日を含めた過去 92 日間の範囲で操作履歴の照会が可能です。 

■一覧で照会できる件数の上限は 2,000 件です。 

■操作履歴をファイル（ＣＳＶ形式）でダウンロードすることができます。 

■操作履歴照会権限を持つユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。 

■操作履歴照会権限を持たないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会できます。 
 

ログイン後、「管理業務」タブをクリックしてください。 

 

１．管理業務メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

２．操作履歴照会メニュー画面 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「企業操作履歴」ボタンをクリックし

てください 

「操作履歴照会」ボタンをクリックし

てください。 
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３．企業操作履歴照会画面 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

操作日時（必須）を入力のうえ、「検

索」ボタンをクリックしてください。 

 

＊ 当日を含めた過去92日間の範囲

で指定が可能です。 

＊ さらに条件を絞り込むことも可

能です。（「ユーザ選択」ボタンを

クリックして、ユーザを選択する

と、ログインＩＤが自動表示され

ます） 

履歴一覧が表示されます。 

 

＊ 「詳細」ボタンをクリックする

と、対象取引の詳細情報が別ウ

ィンドウで表示されます。 

＊ 印刷される場合、「印刷」ボタン

をクリックしてください。 

＊ 「ダウンロード」ボタンをクリ

ックすると、操作履歴をファイ

ル（ＣＳＶ形式）でダウンロー

ドすることができます。 
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指定許可管理 

 

■指定許可先を登録すると「許可先」として指定した取引先以外からの記録請求を自動的に拒否します。 

■指定許可先の登録は、発生記録請求（債務者請求方式）、発生記録請求（債権者請求方式）、譲渡記録請求、

保証記録請求についておこなうことができます。（変更記録請求、支払等記録請求についてはおこなうこと

ができません） 

■本機能を利用する場合は、書面で利用する旨を申し込む必要があります。（申込をしていない場合は、「指

定許可管理」ボタンは表示されません） 

■担当者は必要な項目を入力のうえ、仮登録をおこない、承認者が仮登録を承認することで指定許可登録が

完了します。 

■指定許可対象業務を追加する場合は、本ページ『指定許可登録』に沿って追加する業務を登録してくださ

い。指定許可対象業務を解除する場合は、P145『指定許可変更・解除』をご覧ください。 
 

 指定許可登録  
 

ログイン後、「管理業務」タブをクリックしてください。 

 

１．管理業務メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

２．指定許可管理メニュー画面 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「指定許可管理」ボタンをクリッ

クしてください。 

「指定許可制限設定」ボタンをク

リックしてください。 
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３．指定許可制限設定仮登録画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．指定許可制限設定情報編集画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決済口座情報を入力のうえ、「指定

許可先追加」ボタンをクリックし

てください。 

 

＊ 利用できる決済口座が1つの

場合は、口座情報が自動表示

されます。決済口座が複数の

場合は、「決済口座選択」ボタ

ンをクリックし、決済口座を

選択すると、口座情報が自動

表示されます。 

 

指定許可先情報を入力のうえ、指

定許可業務を選択し「入力の反

映」ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

＊ あらかじめ取引先情報を登

録している場合は、｢取引先

選択｣ボタンをクリックし、

指定する取引先を選択する

と､指定許可先情報が自動表

示されます。 

（P29『取引先管理』参照） 
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５．指定許可制限設定仮登録画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．指定許可制限設定仮登録確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

７．指定許可制限設定仮登録完了画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容を確認し、「内容を確認しました」

にチェックを入れ、「仮登録の実行」

ボタンをクリックしてください。 

仮登録が完了しました。 

 

＊ 承認者へ承認依頼が電子メール

で送信されますので、承認者に承

認の手続きを依頼してください。

（P97『承認／差戻しの手順』参

照） 

＊ 印刷される場合、「印刷」ボタン

をクリックしてください。 

 

他の指定許可先を新規登録する場合

は「指定許可先追加」ボタンをクリ

ックし、P143「４．指定許可制限設

定情報編集画面」の操作をおこなっ

てください。 

 

誤って登録した情報を削除する場合

は「取消」ボタンをクリックし、次

画面で「取消の反映」ボタンをクリ

ックしてください。 

 

すべての登録が完了したら「仮登録

の確認へ」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

＊ 「詳細」ボタンをクリックする

と、対象取引先の詳細情報が別

ウィンドウで表示されます。 
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 指定許可変更・解除  
 

ログイン後、「管理業務」タブ、「指定許可管理」ボタンをクリックしてください。 

 

１．指定許可管理メニュー画面 

 

 
 
 

２．指定許可先検索画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．指定許可制限解除仮登録画面 

 
 
 

「指定許可制限設定の変更・解除」ボ

タンをクリックしてください。 

対象先を選択のうえ、「仮登録」ボタ

ンをクリックしてください。 

 

＊ 「詳細」ボタンをクリックする

と、対象取引先の詳細情報が別ウ

ィンドウで表示されます。 

「選択」ボタンをクリックしてくださ

い。 

決済口座情報を入力のうえ、「検索」

ボタンをクリックしてください。 

 

＊ 利用できる決済口座が1つの場合

は、口座情報が自動表示されま

す。決済口座が複数の場合は、「決

済口座選択」ボタンをクリック

し、決済口座を選択すると、口座

情報が自動表示されます。 
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４．指定許可制限解除情報編集画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．指定許可制限解除仮登録画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．指定許可制限解除仮登録確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容を確認し、「内容を確認しました」

にチェックを入れ、「仮登録の実行」

ボタンをクリックしてください。 

指定許可先情報を変更する場合は変

更する情報を入力のうえ、「入力の反

映」ボタンをクリックしてください。 

 

指定許可対象業務の解除をする場合

は解除する業務を選択し、「入力の反

映」ボタンをクリックしてください。 

 

＊ あらかじめ取引先情報を登録し

ている場合は、｢取引先選択｣ボタ

ンをクリックし、指定する取引先

を選択すると､指定許可先情報が

自動表示されます。（P29『取引先

管理』参照） 

 

他の指定許可先情報を変更する場合

は「選択」ボタンをクリックし、P146

「４．指定許可制限解除情報編集画

面」の操作をおこなってください。 

 

誤って登録した情報を削除する場合

は「取消」ボタンをクリックし、次画

面で「取消の反映」ボタンをクリック

してください。 

 

すべての登録が完了したら「仮登録の

確認へ」ボタンをクリックしてくださ

い。 
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７．指定許可制限解除仮登録完了画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮登録が完了しました。 

 

＊ 承認者へ承認依頼が電子メール

で送信されますので、承認者に承

認の手続きを依頼してください。

（P97『承認／差戻しの手順』参

照） 

＊ 印刷される場合、「印刷」ボタン

をクリックしてください。 



  148 

ユーザ情報管理 

 
 

 ユーザ情報管理の流れ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※業務権限のみの変更の場合は、STEP1、STEP2の作業は不要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 ご注意事項 

ＢＳダイレクト契約をまたがったユーザ管理はおこなえません。複数のＢＳダイレクト契約がされ
ている場合は、それぞれのマスターユーザがユーザ情報の更新をおこなう必要があります。 

 

STEP１ 利用者情報の追加・変更・削除 

 
☑ＢＳダイレクト操作画面でユーザ情報を追加・変更・削除をおこない

ます 

※操作方法は横浜銀行ホームページをご覧ください 

STEP２ ユーザ情報更新 
 

☑ＢＳダイレクトのユーザ情報を電子債権サービスへ連携するために更

新操作をおこなってください（P149参照） 

 

STEP３ 業務権限設定 
 

☑ユーザ情報変更画面に進み、業務権限を設定してください（P151参照） 

※電子債権サービス上で、ユーザ登録・変更・削除をおこなうことはで

きません 

 
 

BSダイレクト 

利用者管理画面 

電子債権サービス 

ユーザ情報管理画面 
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 追加  
 

ユーザの追加をおこなう場合は、事前にＢＳダイレクトのマスターユーザもしくは管理者ユーザが、該当ユ

ーザにＢＳダイレクトの管理設定画面から電子債権サービスの権限を付与する必要があります。 

【権限設定手順】 

ＢＳダイレクト「管理設定」⇒「利用者管理」⇒「利用者情報管理」のボタンをクリックし、該当ユーザ

の電子債権サービスの権限を設定 

詳細はオンラインマニュアルをご参照ください。 

 

【ユーザ情報更新】 

１．トップ画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

２．管理業務メニュー画面 

 

 
 
 
 

「ユーザ情報管理」ボタンをクリック

してください。 

 

「管理業務」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

＊ 一般ユーザの方はこの後の操作

はできませんので、マスターユー

ザに操作を依頼してください。 
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３．企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

４．ユーザ情報更新画面 

 

 
 
 
 
 

５．ユーザ情報更新確認画面 

 

 
 
 
 
 

「追加・更新」ボタンをクリックして

ください。 

追加ユーザの内容を確認のうえ、確認

用承認パスワード欄にマスターユー

ザの承認パスワードを入力し、「ユー

ザ更新の実行」ボタンをクリックして

ください。 

「ユーザ更新の確認へ」ボタンをクリ

ックしてください。 



  151 

６．ユーザ情報更新完了画面 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ユーザ権限設定】 

 

１．ユーザ情報検索画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＢＳダイレクトのユーザ情報が更新

されました。 

 

続いて「ユーザ情報の変更へ」ボタン

をクリックし、ユーザの権限設定をお

こないます。 

権限を設定する対象ユーザの「変更」

ボタンをクリックしてください。 
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２．ユーザ情報変更画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

権限設定する業務、受信するメール分

類および利用口座にチェックを入れ、

限度額を入力のうえ、「変更内容の確

認へ」ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

＊ 「担当者」「承認者」両方の権限

を付けることも可能です。 
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３．初期承認パスワード設定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．ユーザ情報変更確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．ユーザ情報変更完了画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更内容を確認のうえ、確認用承認パ

スワード欄にマスターユーザの「承認

パスワードを入力し、「変更の実行」

ボタンをクリックしてください。 

以下の場合のみ、本画面が表示されま

すので、初期承認パスワード（6桁～

12桁）を入力し、「変更内容の確認へ」

ボタンをクリックしてください。 

 

【本画面が表示されるケース】 

・承認パスワードを初期化する場合 

・一般ユーザに承認者権限を設定する

場合 

ユーザの権限設定が完了しました。 

続けて、2件目を登録する場合は、「ユ

ーザ情報の変更へ」をクリックのう

え、同様の手順で登録をおこなってく

ださい。 
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 変更・削除  
 

【変更】 

■P151【ユーザ権限設定】と同じ操作となります。 

■ユーザ種別・メールアドレスを変更する場合はＢＳダイレクトの管理設定画面から変更し、P149【ユーザ

情報更新】の操作のみおこなってください。 

■ＢＳダイレクトの操作方法についてはオンラインマニュアルをご参照ください。（ＢＳダイレクトの操作画

面右上にあるヘルプボタンから確認できます） 

 
 
 

【削除】 

■ＢＳダイレクトの管理設定画面から「電子債権サービス」欄の「利用」のチェックボックスを外し、P149

【ユーザ情報更新】の操作をおこなってください。 

 

■ＢＳダイレクトの操作方法はオンラインマニュアルをご参照ください。（ＢＳダイレクト操作画面右上にあ

るヘルプボタンから確認できます） 
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 照会  
 

ログイン後、「管理業務」タブ、「ユーザ情報管理」ボタンをクリックしてください。 

 

１．企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

２．ユーザ情報検索画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「照会」ボタンをクリックしてくださ

い。 

照会する対象ユーザの「詳細」ボタン

をクリックしてください。 
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３．ユーザ情報詳細画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユーザ情報が表示されます。 
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 承認パスワードの初期化  
 

■承認パスワードには 60 日の有効期限があります。（有効期限切れ後のユーザログイン時には、強制的にパ

スワード変更画面に遷移します） 

■承認パスワードは、5 世代前までに使用したパスワードと同じものは使用できません。 

■承認パスワードを規定回数連続で間違えた場合、該当ユーザの承認実行利用を停止（ロックアウト）しま

す。ロックアウトになった場合、マスターユーザが該当ユーザの承認パスワードを初期化する必要があり

ます。 

■マスターユーザ自身がロックアウトになり、かつマスターユーザが 1 名の場合は、横浜銀行へ書面（※） 

 により承認パスワードの初期化を依頼します。 

※「<はまぎん>ビジネスサポートダイレクト(電子債権サービス)／マスターユーザ_利用一時停止解除依頼

書」を提出いただきます。 
 
 

ログイン後、「管理業務」タブ、「ユーザ情報管理」ボタンをクリックしてください。 

 

１．企業ユーザ管理メニュー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ユーザ情報検索画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．ユーザ情報変更画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パスワードを初期化する対象ユーザ

の「変更」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

「承認パスワードを初期化する」に

チェックを入れ、「変更内容の確認

へ」ボタンをクリックしてください。 

 

「変更」ボタンをクリックしてくださ

い。 
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４．初期承認パスワード設定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．ユーザ情報変更確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．ユーザ情報変更完了画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初期承認パスワード（6桁～12桁）を

入力し、「変更内容の確認へ」ボタン

をクリックしてください。 

 

＊ ここで入力するパスワードは対

象ユーザの仮のパスワードとな

ります。 
 

変更内容を確認のうえ、確認用承

認パスワード欄にマスターユーザ

の承認パスワードを入力し、「変更

の実行」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

承認パスワードの初期化が完了し

ました。 
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 承認パスワードの変更  
 

■ユーザが自身の承認パスワードを変更します。 

 

ログイン後、「管理業務」タブ、「ユーザ情報管理」ボタンをクリックしてください。 

 

１．企業ユーザ管理メニュー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．承認パスワード変更画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．承認パスワード変更結果画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【承認パスワードの有効期限が切れた場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「承認パスワード変更」ボタン

をクリックしてください。 

 

承認パスワードを入力のうえ

「変更の実行」ボタンをクリッ

クしてください。 

 

＊ 承認パスワードは、5世代

前まで使用したパスワー

ドと同じものは使用でき

ません。 

承認パスワードの変更が完了

しました。 

承認パスワードの有効期限が

切れると、ログイン時にメッセ

ージが表示されます。 

 

＊ 承認パスワードを変更し

ない場合、承認パスワード

の入力を必要とする業務

はできません。 
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利用者情報照会 

 

 利用者情報照会  
 

■利用者番号・残高証明書発行情報・指定許可情報等を照会します。 

 

ログイン後、「管理業務」タブをクリックしてください。 

 

１．管理業務メニュー画面 

 

 
 
 
 

２．利用者情報照会メニュー画面 

 

 
 
 
 
 

３．利用者情報検索画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「利用者情報照会」ボタンをクリック

してください。 

 

「利用者情報照会」ボタンをクリック

してください。 

 

「詳細」ボタンをクリックします。 

決済口座情報を入力のうえ、「検索」

ボタンをクリックしてください。 

 

＊ 利用できる決済口座が1つの場合

は、口座情報が自動表示されま

す。決済口座が複数の場合は、「決

済口座選択」ボタンをクリック

し、決済口座を選択すると、口座

情報が自動表示されます。 
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４．利用者情報詳細画面 

 
 
 
 

利用者情報が表示されます。 

 

＊ 印刷される場合、「印刷」ボタン

をクリックしてください。 


